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職員の採用は、仕事の適性と本人の意欲による。個々

の職員は、年度末に年間を通しての反省すべき点等を

記載して提出し、上司による人事考課を行い職員の評
価と育成、意欲の向上を図っている。希望休や資格取

得のための休暇の調整も可能であり、自己実現に向け
て配慮されている。

利用者・家族が日常的に意見や要望が言い易い雰囲
気づくりを心掛けており、家族が訪問時にも気軽に言え

るので、意見箱を設置しているが意見は入っていない。

ホームの行事に家族を招待し、家族だけの時間を設定
し、要望等が言えるようにしている。車いす使用の利用

者を歩行器の使用で見守ってほしいとの意見があり、職
員間で検討し、歩行器の利用で実施している。

代表者は、いつでも職員が意見や提案が言えるように、

連絡ノートを日々活用するようにしている。これまでにも

職員の提案で、車いすのまま計測できる体重計やシャ
ワーチェアーの買い足しをしている。職員の異動につい

ては利用者、家族に十分に説明をして、了解されている
のでこれまでにも全く支障は無かった。





入居時、更新時はもちろん、本人や家族に「どのように

過ごしたいか」について話し合いをしているが、家族が
訪問時にも伺い、新しい課題が出た時は医療や必要な

関係者から意見等を収集し、本人・家族が納得できるよ

う検討し原案を作成している。原案作成後は家族・職員
が介護計画書を確認した上で確定している。



原則内科に関しては２４時間往診がある協力医への変
更をお願いしている。精神科に関しては以前からのかか

りつけ医に家族同行での受診をお願いしている。また他

科受診に関しても家族同行での受診をお願いしている。
家族同行での受診時にはホームでの情報を家族に渡

し、受診先に提示している。受診後の情報は家族より聞
き取り共有している。



年２回、昼夜想定の訓練のうち１回は消防署立ち会い

で、敷地内にある系列の職員も参加し、緊急時連絡練
習・初期消火訓練・避難訓練を行っている。今年から地

域の防災訓練にも参加予定である。玄関には災害時の
外部応援者用に、本人の写真と居室番号、緊急連絡先

のファイルを設置している。３日間の飲料水や食料等の

備蓄がある。スプリンクラーを設置している。

本人の力を活かしながら、買物や野菜の皮剥き、台拭

き、下膳等できることを積極的に行っている。職員は利
用者と同じテーブルで同じ物を楽しく会話をしながら食

べ、さりげなく利用者の食事の状況や味付け等を確認し

ている。利用者と一緒に育てた野菜を楽しみに頂いた
り、おやつを一緒に楽しく作っている。





共有の空間は掃除が行き届き清潔である。室内は適度な明るさ
ろ温度が保たれており居心地が良い。ホールに面して一段高い
畳の部屋があったり、所どころにソファーが置かれ各々好きな場
所で過ごせる工夫がなされている。リビングや廊下の壁には折
り紙で作った季節の花等が飾られている。又、クーラーにはプロ
ペラが取り付けられており、冷房病予防を心がけている。


